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情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会
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FAX ４４ー３０２０

　７月 23 日（月）～ 25 日（水）にかけて行われた第 60 回沖縄県中学校ソフ

トテニス競技大会において、団体の部・個人の部で大宜味中学校男女ソフトテ

ニス部が出場しました。

　初日に行われた男子団体戦において、予選トーナメント２試合は危なげなく

ストレートで突破しましたが、４チームで行われた決勝リーグでは、小禄中学

校・東風平中学校と３校が２勝１敗で並ぶ激戦となり、僅かな得失点の差で上

回った大宜味中学校が初優勝を飾りました。

　また、24 日から行われた個人戦においても男子２ペア・女子１ペアが代表と

して参加しました。　女子個人の部では、山城心（３年）・幸野莉々巴（２年）ペアが出場し、惜しくも

１勝２敗で予選敗退。男子個人の部では平良悠翔（３年）・山口栄智（３年）ペアが予選リーグを突破、

決勝リーグで１勝２敗と敗退しましたが健闘のベスト８入賞となりました。　　

　そして、前大会の覇者であり個人の部２連覇がかかる福地想楽（３年）・花田悠馬（３年）ペアにおいては、

予選リーグから王者の貫禄で他を寄せ付けない試合展開を披露し、決勝リーグでも全勝で決勝進出を決め、

最後は川平中学校をゲームカウント４：１で圧倒し見事２連覇を成し遂げました。

　大会期間中、終始大宜味旋風が巻き起こり、これまで為し得なかった団体・個人２冠を見事達成するこ

とができました。今年は８月７日～９日にかけて九州大会が沖縄県で開催されますが、この勢いのまま九

州大会においても子供達が活躍できるよう期待し、みんなで応援していきましょう！

　がんばれ大宜味中男子ソフトテニス部！

県№１
祝 大宜味中男子ソフトテニス部団体優勝！

男子個人、花田悠馬・福地想楽ペア大会２連覇

第 60 回沖縄県中学校ソフトテニス競技大会

花田くん、福地くん

１



大教委通信 No.２８３２０１８年 （平成３０年） ８月１日大教委通信 No.２８３２０１８年 （平成３０年） ８月１日

２

　放課後、いつも元気よく楽しく

活動している大宜味小の野球チー

ム大宜味結 Guts が各大会で好成

績を収めています。

　６月２日、３日、17 日に行わ

れた第 131 回沖縄県学童軟式野球大会北部支部北部北・辺士名ブロックでは６年生を中心とするメンバー

で出場し、第３位になりました。

ベスト４進出により、８月４日、５日に（会場）行われる中部地区を中心とした強豪が集める「うるま市

長杯」へ出場することが決まっています。

　また、６月 30 日、７月７日、８日に今帰仁村総合グラウンドで行われた第３回島田杯・かりゆしグルー

プ旗争奪沖縄県学童軟式野球大会北部支部大会において結 Guts が準優勝に輝き、４年生の金城翼希くん

が打撃賞、花田琉空くんが敢闘賞を受賞しました。島田杯は４年生以下の選手が出場する大会で、結 Guts

はチームを結成当初から参加しています。　　

　今回、見事準優勝の結果を収めたことにより、８月 18 日、19 日に東風平運動公園で行われる県大会へ

の出場も決まっています。

　暑い日が続きますが、選手たちは大きな声を出して練習に励んでいます。村民皆様の応援よろしくお願

いします。

経験を積んでメキメキ上達！大宜味結 Guts 大活大宜味躍！！

　27 日は改善センターで歓迎式を行いました。そこで初めて西会津交流団と対面した子どもたちですが、

すぐに打ち解けて仲良くなっていく姿が印象的でした。その後、２泊３日のホームステイを通して、楽

しく交流ができたことでしょう。29 日に行われたお別れ式の際には名残惜しそうにお別れをしている姿

を見て、みんないい時間を過ごすことができたのだなと感じることができました。また２月に今度は西

会津で会えるのが楽しみですね。西会津の魅力をたくさん勉強し楽しく過ごせるように大宜味村の児童・

生徒を代表して頑張ってください。

子ガメの放流も体験♪

ライフセーバー !?

やっぱり海っしょ！

金城くん　　花田くん

結 Guts 好成績！平成 30 年度体験の翼交流事業

練習の成果が形に！大宜味小女子ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部準優勝！

　６月 23 日（土）に名護小、24 日（日）

に 21 世紀の森体育館で行われた第 100 回

国頭地区ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ交歓会記念大会にお

いて大宜味小ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部女子 Bチーム

が見事準優勝に輝きました。

　６年生の選手がいなく、５年生、４年生

が中心となって 21 名の選手をリードして

いる女子チーム。

　あいさつ（声を出すこと）をすること、

みんなで助け合うことを目標に掲げ、監督

の平良政次先生、崎山星斗コーチ指導の元、

週４回、パワースタンスの徹底とボールを強くつくこと、ワンハンドシュートを意識した練習に励んで

います　

　大宜味小は１日目に大北小、今帰仁小を制し、２日目の名護小との決勝戦に挑みました。

　惜しくも優勝は逃したものの、決勝戦は 17 対 20 の接戦となり、日頃の練習の成果を見せてくれまし

た。また、ベストプレイヤー賞には５年生の宮城緩奈さんが選ばれ、個人のプレーも光る大会となりま

した。

　７月 27 日（金）～ 29 日（日）、福島県西会津町から体験の翼交流団 17 名（男子６名、女子 11 名、引

率４名）が大宜味村へやってきました。

　西会津の友達との交流を通して、ぞれぞれの地域の自然や気候、文化の違いを肌で感じながらお互いを

理解する体験の翼。夏の交流は今年で 25 回目となります。

体験の翼西会津交流団、大宜味村来訪

歓迎のことば：宮城泰斗くん

西会津町代表挨拶：橋谷田真緒さん

３ 大宜味小ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄ女子準優勝！
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５ 平成 30 年度わんぱく体験団②田嘉里川の生きものをつかまえて観察しよう　生涯学習講座　クラトン作り ４

第２弾 「田嘉里川の生きものをつかまえて観察しようＰａｒｔ８」タナガー、 セー、 イーブー…捕まえちょんど～ !!

　梅雨明けだ！ 夏だ！ 田嘉里川の生きもの観察だ～!! 　と、いうことで今年も来ました田嘉里川。 台風の接近により、当日朝まで川に入るか悩みましたが、できるところまでやってみようと言うことで開催決定！

班ごとに捕獲目標を決めて、 いざ田嘉里川へ…。 今年も野球部の試合と重なり、 戦力が大幅に欠けましたが、 グラウンドで頑張る球児たちに負けず、 わんぱくたちは川で力を発揮してくれました。

　石の下や草の茂みの影から魚やエビを探すわんぱくたち。 一緒に参加してくれたお父さんやお母さんも子ども達に負けじと （子ども達以上に…） 探索してくれました！　

平成 30 年度わんぱく体験団

ﾘｭｳｷｭｳﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞGet だぜ！

今日の

夕飯や♥たくさん

とれたね♪

追い込み漁 飛び込む（直前）遊びの時間だ～

何かいるかな～？
お魚さん、こんにちは

みんなで協力♪

道具に頼らず

最後まで粘る！

出ておいで

お魚ちゃん♪

じっくり観察
何エビかな？どんな特徴があるかな？

思い切り遊んじゃえ！

　捕獲が終わったら、 待ってました！遊びの時間。 高台からの飛び込みや浅瀬での水泳、 水かけなどなど…。

　琉大生のお兄さんやお姉さんも一緒になってたくさん遊びました。 途中雨も降り、 空と相談しながらの川での活

動でしたが、 なんとか天気ももってくれ、 それぞれの成果物 （戦利品 ??） とともに改善センターへ…。

　改善センターでは毎年恒例の図かん作りと捕獲結果発表。 資料や本と比べながら、 自分が選んだ生きものの

名前を探しあて、 １人１ページ以上書き上げ、 捕獲結果と自分たちの班で捕まえた№１の生きものを発表しました。

　この日は 27 名の団員で 236 匹の生きものを捕まえることができ、 わんぱく力が本領発揮された１日となりました。

注：日本です…

火を灯すと
こんなにきれい

早速流します

　７月７日（土）、大保ダムぶ

ながや館にて、ぶながやの里生

涯学習講座「身近な植物で灯籠

づくり♪クラトンを流そう in ｷ

ｬﾝﾄﾞﾙﾅｲﾄサーベイ」が開催され

ました。

　クラトンとはタイ語で「灯籠」

を意味し、バナナの茎と葉で土

台を作り、その上にろうそくや

線香、花で飾ったもの。

　今回はこのクラトン作りに挑

戦しました。

灯籠流し in サーベイ灯籠づくり in 大保ダム 　最初はバナナの葉を折るのに苦戦して

いた参加者たちも少しずつ慣れ飾りを

作っていきました。最後は花で周りを盛

り付け、ゴージャスな灯籠が次々に作り

上げられました。

　この日は夜からｷｬﾝﾄﾞﾙﾅｲﾄin サーベイ

があり、そこで灯籠を流しに挑戦。都合

が合わず、教育委員会のス

タッフのみのささやか灯と

なりました。

　多少改良の余地ありです

が、思ったより流れました。

　参加者のみなさんもどこ

かから流してくれたはず…。

真剣に黙々と…　みんなのセンスが光ります！ 素敵な作品ができました !!

捕まっちまったぜい…
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深読み大宜味村史１8　宮城

　大宜味村史は昭和 42（1967）年に村史編集委員会が発足し、委員長宮里金次郎、委員に山川元康、大山茂一、

宮城福市、親川富二、宮城倉栄、宮城倉啓、大嶺福一、大城真秀、編集担当として山川岩美（編集責任者）、金城功、

宮城長信、大城将保、平良幸七（写真）の諸先輩方によって編まれ、12 年の歳月をかけて昭和 53（1978）年に

資料編、同 54（1979）年に通史が発刊されている。

　通史・資料編を合わせて 1,100 余ページにも上る村史編さんの基になった資料をめくってみると、興味深いも

のが沢山あり、その中の『村史編集史料 各字の資料（山川元康メモ）』から順次紹介している。なお、当時の言

い回しや仮名づかいの味わいを残しつつ、判読不能の文字は□に置き換え、内容に大異が生じない程度に編集し

た。また、年代、年令などは 1967 年当時の表記であることにご留意願いたい。　

　　

調査年月日　昭和５０（１９６７）年８月５日

出席　屋我平宜、崎山喜永、花城安厚、辺土名朝利、区長 屋我平新　
　

部落の発生　具志堅、平良一族が泊より塩炊きに来て住み着いたのが始まり　２３５年前と思う

　その後古堅は東村慶佐次へ　

　辺土名　首里系統　昔は部落の約２分の１を占める。現在は３分の１　

　崎山　那覇・泊系統　宮城より分れ大保、津波、有銘へ

　花城　泊系統　　他に屋我、屋良　仲宗根

塩田　現在の塩田地（現在の村営宮城団地が建っている場所）

　「行先や宵やみ　后 (あと )や花盛い　大宜味津波村に　思い残ち」（組踊「花売りの縁」で、森川の子が辺鄙

　な山原に隠遁する我が身を嘆き詠んだ琉歌。津波にも森川の子にまつわる塩炊きの伝承がある）

　製塩した塩は船で伊平屋、伊江、与論、国頭村まで売りに出かけた　１斤―４銭　

　明治４５年専売制となり、３斗、４斗、５斗の単位で２００～３００袋を月２回収納。収納地は塩屋２ヶ所、

　津波１ヶ所（専売制は買取価格が安く一月１０銭位にしかならなかった）

　「雨の降りふりや　雨雲に変て　泊塩炊ちやが　さなぎぬがち」（日々の天気に左右されつつ落ちぶれた士族が

　ふんどしが脱げる（又は濡れる）までなりふり構わず塩炊きに精出す様を詠んだ琉歌）

　その頃の宮城の人々の生活は、月のうち十日は塩田干し、後は薪取りと炊き込みという状況

　昭和３１年頃までは字で塩田を使用したが、その後、個人経営で昭和３６年まで製塩が行われた

　昭和３０年まで津波に年間５０円の小作料を払って塩田を使用していた（普通の田より高かった）

断髪事件　断髪を迫る為、津波より押しかけて来たが棒をかまえ抵抗した

土地割当　「断髪するくらいなら土地はいらぬ」と拒否して土地配当なし

　その後、ウフクブ６，０００坪が小作（ウケガナイ）人のものとなり字民の連名地になる

　花城安得（現在なら８６才）、大嶺自已、屋我平宜（など先輩方の話）

渡し舟　毎日交代の各戸持回りで津波との間を往復。部落責任で行った。昭和１１年４月、最初の宮城橋（丸太

　橋）が架かり渡し舟はなくなる。

宮城橋　昭和１０年、松丸太架橋着工　以前より歴代村長へ陳情し続け山城東栄村長の時に実現した。丸太橋は

　干潮満潮を利用して赤崎の平瀬に縄で繋いでいった

行政分離　昭和４年４月１日　津波から分離独立して字宮城となる

飲料水　最初は田港のダチガーから伝馬船を利用して水を汲み、次は渡野喜屋佐場川より汲んでいた

井戸　一番最初の井戸は西の川、二番は牛川、三番中の川。それから水の不自由はなかった　　　

水道　昭和３６（１９６１）年１０月　弁務官資金＄１，４００で設置

移民　崎山喜松　大正１０年　ペルー　／大嶺自修、仲宗根福八　フィリッピン

村（むら）学校　教師　我喜屋～石峯氏　師範学校　平良辰雄の父平良清助氏が初めて入学

人身売買　当区は全然無かった　　

砂糖小屋　大正５年　牛車を使って字で経営６、７ヶ年続く　現在の橋の近く海岸側で１００丁位生　産。高値

　は５５円、後は２１円で売却した

ペルリー調査隊　岬の石に白いペンキで印をして居った

銅山　津波側に向ふ場所、マンガン鉱。油鉱石の影響でアフリカマイマイ、マングースは育たない

結婚　士族同士の結婚で平民との結婚はなかった。血族、部落内からの婿とり嫁とりが多い

共同店　明治４０年頃、花城安永宅に設置し辺土名朝保主任で３ヶ年続く。大正１２、３年頃は白浜と共同経営。

村史編さんだより ６

第 88 号　2018 年 8 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　E メール :sonshi@vill.ogimi.okinawa.jp

村史編さんだより

村史編さんだより

『人と自然編』聞取り調査がスタートしました！
＼ご協力ありがとうございました／

▲謝名城　扇風機６台、汗だくになりながら、テレビ画

　面に映る一枚の写真から沢山の話が飛び出す。

▲田嘉里での調査の様子。急遽、ピンチヒッターで参加

　して下さった方も居ました。ありがとうございました。

　７月２６日（木）、大宜味村史『人と自然編』の聞き取り調査を田嘉里（４名参加）・謝名城（７名参加）の各公

民館で行いました。

　今調査は、人と自然編専門部会長・当山昌直氏（県教育庁文化財課史料編集班）が中心となり、各字で身近にあ

る植物等の写真を見せながら、その方言名や利用法について答えてもらうというスタイルで行われ、驚いたことに、

ソテツだけでも食用（澱粉、みそ）・遊び道具（まり、虫かご）・掃除道具（ほうき）・焚きつけ等、１つの植物で様々

な利用方法があったということです。最近ではあまり関心を持たれないような植物でも、「食べて美味しかった

よー」、「塗り薬にしたよー」などという声が聞かれ、現代の生活からは想像もつかない質素で不便な生活の中でも、

自然の恩恵と人間の知恵をフルに活用して、豊かに暮らしていた時代を少しだけ身近に感じることができました。

また、被調査者の皆さんは昔のことを良く覚えており、方言名もスラスラ出てきたことに関心しました。

　大宜味村史では今回の手法は初めての経験で、少々不安もありましたが、何度も実践し調査方法を確立しておら

れる当山先生のスムーズなペース配分と、お年寄りへの目配り・気配りのお蔭により、２時間で１３０余の植物に

ついてお話を聞くことが出来ました。

　今調査を皮切りに、各字２時間の聞き取り調査を３回（計６時間）行う予定です。私達の祖先によって何十年、

何百年と受け継がれつくりあげられてきた歴史を編むための、丁寧で地道な作業になりますが、大宜味村の「人と

自然」の記憶遺産、知恵の遺産を次世代に伝える良い本が出来るように、村民の皆様のご協力をよろしくお願いい

たします。

　今回は、当山先生、事務局３名の他に、部会員の安座間先生、與儀先生、島袋先生、オブザーバーで仲原先生が

調査に参加しました！ありがとうございました。

▲第２回調査の様子

　長時間に亘る調査協力ありがとうございました。

『言語編』調査も同時進行中 !
　言語編専門部会長・新里幸昭先生を中心とした『言語編』方言調

査が第１回・６月２５日、第２回・７月９日に南風原町で行われま

した。両日ともに大山茂康氏（喜如嘉出身）、平良昭男氏（喜如嘉出

身）、真謝肇氏（屋古出身）、宮城孝雄氏（塩屋出身）に参加してい

ただき、以前に各字で調査協力してもらった方言一覧表の中で、屋

古と塩屋の方言の確認作業を行いました。『人と自然編』の聞き取り

調査と並行して、引き続き調査を行っていく予定です。ご協力よろ

しくお願いしたします。
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「しまふとぅば」ぬくとぅ　30

　夜型社会について

　沖縄はよく“夜型社会”と言われ、その言葉は悪いイメージで捉えられることが多い。大人も子

供も夜遅くまで色々な形で活動しているということである。未成年者の深夜の補導件数も確かに全

国平均を上回ったデータが示される。

“夜型社会”について少し違う視点から見てみようと思う。それは外国に行く場合に必ず時計を直

さなければならない“時差”である。“時差ぼけ”ということを良く聞かされる。

アメリカやヨーロッパ等の遠い外国の場合はその“時差ぼけ”は顕著に出るらしいのだが、アジア

の近い外国、たとえばタイに行った時に３時間の時差があった。３時間であっても１日目はリズム

が合わなかった。

　日本は北海道から波照間まで南北に長く、さらに与那国まで東西にも長いため時差が発生する。

例えば春分の日を参考にすると東京の日の出が５時４５分で、那覇の日の出が６時３４分であり東

京と那覇で４９分（約１時間）の時差がある。仮に学校や職場の始業時間が午前８時だとすると、

東京だと日の出から始業時まで２時間１５分あるが、那覇だと１時間２６分しかなく那覇（沖縄）

の方が朝はパタパタすることになる。逆に夕方は日の入りが東京では午後５時５２分、那覇では午

後６時４０分で 48 分（約 1時間）日が長くなり、午後 9時は東京ではすっかり夜なのだが、那覇

では時差を考慮すると 8時になり夜になったばかりである。この 1時間の時差というのが“夜型社

会”にいくらかの影響を与えているのではないかと思えてしまう。子どもは夜の 9時には寝ましょ

う、と言っても時差との関係で体内時計？が 8時ではどうなのだろうか、と思ったりもする。

　“夜型社会”から脱皮しようとするならば、東京時間との 1時間の時差を考慮して相当な覚悟を

もって我々大人から生活習慣を改めなければならないのではないだろうか？

６：３０運動は子どもに限った事ではない？

　ゆるーやへーくにんてぃ　あさやちがきてぃうきらんでならんどーやー　でぃちかんげーやすー

しがやー・・・。

うみがーみー

リュウキュウミスジ：タテハチョウ科
今月の生きもの

　毎日、暑いですね～。みなさんいかがお過ごしですか？

　私、リュウキュウミスジでございます。

　集落周辺や平地、山地などどこでも年中見ることができる

みなさんの暮らしとともにいるチョウです。

　私たちの幼虫には面白い習性があって、若い幼虫は食草の

葉の先端から食べ始め、中脈だけを残し、その先端部に自分

の排出した糞をかためて置きます。これは糞塔と呼ばれ、自

分の体のダミーだと考えられています。糞をダミーにするな

んて、小さいころから頭がいいのね、私たち…。

　最近、 朝のニュースをみて驚きます。 天気予報を見ると、 沖縄が他の地域に比べて涼しい （って言っても暑い
ですが…） ことに。 そのうち、 内地の人たちが避暑地で沖縄に来るようになる日もといらぬ心配をしています。

１日（水）区長会

３日（金）わんぱく体験団③

11 日（土）山の日 大宜味村夏まつり ～ 12 日

12 日（日）国頭郡バレーボール大会

15 日（水）終戦記念日　全国戦没者追悼式

わんぱく体験団④キャンプ ～ 16 日

18 日（土）第 56 回沖縄県ｽﾎﾟｰﾂ推進委員研究大会 ～ 19 日

国頭郡バスケットボール大会 ～ 19 日

19 日（日）国頭郡ソフトテニス大会

家庭の日

23 日（木）旧盆（ウンケー）

24 日（金）旧盆（中日）

25 日（土）旧盆（ウークイ）

26 日（日）国頭郡ボウリング大会

27 日（月）第２学期始業式

８月２５日

ラーメン記念日


